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上
げ
さ
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
戦
い
で
焼
か
れ

た
十
九
条
城
は
以
後

復
興
さ
れ
る
こ
と
が

な
く
、
十
九
条
の
集

落
の
は
ず
れ
に
あ
る

五
輪
塔
は
信
益
を
ま

つ
っ
た
も
の
と
伝
え

れ
れ
て
い
ま
す
。

天
正
十
年
（
一

五
八
二
）、
織
田
信

長
が
本
能
寺
の
変
で
亡
く
な
っ
た
後
、
本
巣
地
方

で
は
本
田
合
戦
が
勃
発
し
ま
す
。
こ
れ
は
西
美
濃

三
人
衆
と
呼
ば
れ
た
安
藤
一
族
と
稲
葉
一
族
に
よ

る
領
地
争
い
で
、
こ
の
争
い
の
結
果
、
安
藤
一
族

は
滅
亡
。
徳
川
政
権
樹
立
以
降
は
、
幕
府
直
轄
領
、

加
納
藩
領
、
尾
張
藩
領
な
ど
、
交
錯
し
た
支
配
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

穂
積
町
一
帯
は
、
根
尾
川
、
長
良
川
に
よ
っ
て

で
き
た
扇
状
地
の
末
端
で
、
河
間
が
自
噴
す
る
と

こ
ろ
。
こ
れ
ら
の
河
間
を
水
源
と
し
、
上
流
か
ら

の
悪
水
を
集
め
て
、
天
王
川
、
中
川
、
五
六
川
、

犀
川
な
ど
の
中
小
河
川
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
中
小
河
川
は
町
内
の
低
地
を
網
の
目

の
よ
う
に
流
れ
一
度
豪
雨
に
襲
わ
れ
る
と
、
作
物

な
ど
に
大
き
な
被
害
を
与
え
て
き
ま
し
た
。

享
禄
三
年
（
一
五
三
○
）
の
大
洪
水
は
根
尾
川

の
流
れ
を
一
変
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
昔
、
山
口
川
と

も
呼
ば
れ
て
い
た
根
尾
川
は
、
本
巣
町
山
口
か
ら
東

へ
流
れ
、
岐
阜
市
西
郷
、
鵜
飼
黒
野
よ
り
南
流
し
、

長
良
川
に
注
い
で
い
ま
し
た
が
、
こ
の
洪
水
で
山
口

の
西
方
、
大
野
郡
長
瀬
村
の
薮
村
を
打
ち
破
っ
て
西

南
に
流
れ
、
揖
斐
川
と
合
流
し
た
の
で
す
。

揖
斐
川
は
古
く
は
杭
瀬
川
、
伊
尾
川
と
呼
ば
れ
、

本
巣
郡
古
橋
村
の
南
を
東
へ
流
れ
、
墨
俣
村
で
長

良
川
へ
合
流
し
て
い
ま
し
た
が
、
享
禄
三
年
の
洪

水
は
、
薮
川
と
い
う
新
し
い
川
筋
を
出
現
さ
せ
、

大
河
と
な
っ
た
激
流
は
ま
っ
す
ぐ
南
へ
向
き
を
変

え
、
現
在
の
揖
斐
川
と
な
り
ま
し
た
。

天
文
三
年
（
一
五
三
四
）
に
は
、
長
良
川
筋
が

大
洪
水
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
岐
阜
市
に

沿
っ
て
流
れ
る
長
良
川
筋
が
こ
の
時
つ
く
ら
れ
た

一
大
河
川
で
、
穂
積
町
の
東
岸
を
流
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）

に
は
、
小
熊
村
で
長
良
川
と
合
流
し
て
い
た
木
曽

川
が
氾
濫
し
、
羽
島
郡
の
東
岸
を
流
れ
る
木
曽
川

の
本
流
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
頻
発
す
る
大
洪
水
や
堤
防
決
壊
に

よ
り
、
中
山
道
以
南
は
一
面
海
の
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
も
し
ば
し
ば
で
し
た
。

穂
積
町
域
で
は
、
糸
貫
川
と
犀
川
の
間
の
五
六

川
を
中
心
と
し
た
地
域
に
五
六
輪
中
、
糸
貫
川
の

東
、
長
良
川
と
の
間
に
河
渡
輪
中
が
あ
り
、
犀
川

の
西
に
は
、
揖
斐
川
と
の
間
に
古
橋
輪
中
が
で
き

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
三
つ
の
輪
中
は
初
め
か
ら

周
囲
を
囲
ん
だ
完
全
な
堤
防
で
は
な
く
、
次
第
に

強
化
さ
れ
、
輪
中
堤
防
を
完
成
す
る
に
至
っ
て
い

ま
す
。

五
六
輪
中
の
成
立
は
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
の

こ
と
。
牛
牧

う

し

き

閘
門
の
築
堤
工
事
に
よ
り
、
完
全
な
る

輪
中
が
誕
生
。
こ
の
輪
中
は
当
初
、
牛
牧
輪
中
ま
た

は
牛
牧
閘
門
組
合
の
名
前
で
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

河
渡
輪
中
の
成
立
も
宝
暦
六
年
の
こ
と
。
糸
貫

川
が
長
良
川
に
合
流
す
る
付
近
の
河
渡
・
生
津
両

集
落
の
南
部
に
囲
堤
を
築
き
、
こ
の
堤
防
に
よ
っ

て
恩
恵
を
受
け
る
八
ケ
村
は
輪
中
組
合
を
造
り
、

共
同
し
て
水
防
に
あ
た
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
各
輪
中
組
合
は
、
時
と
し
て
利
害
が
相

反
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
堤
防
高
を
相
互

監
視
す
る
定
杭
制
度

な
ど
の
諸
規
定
を
設

け
、
お
互
い
の
利
害

な
ど
を
調
整
し
つ

つ
、
輪
中
の
共
存
を

目
指
し
て
い
ま
し

た
。そ

の
一
方
、
稲
作

に
必
要
な
用
水
の
確

保
は
不
可
欠
な
要
素

で
し
た
。
河
間
が
自

墳
す
る
穂
積
町
に
お
い
て
は
水
源
の
確
保
は
比
較

的
容
易
で
し
た
が
、
い
っ
た
ん
日
照
り
が
続
け
ば
、

糸
貫
川
を
は
じ
め
と
す
る
い
く
つ
も
の
河
川
は
水

無
川
に
。
河
間
も
自
然
枯
渇
す
る
状
況
で
し
た
。

そ
こ
で
中
川
用
水
の
開
発
や
長
良
川
よ
り
引
き

入
れ
た
用
水
、
犀
川
か
ら
用
水
を
引
き
入
れ
る
な

ど
、
多
く
の
用
水
が
整
備
さ
れ
、
用
水
毎
に
組
合

が
造
ら
れ
て
、
取
水
を
め
ぐ
る
調
整
が
な
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

明
治
以
降
、
当
町
一

帯
は
名
古
屋
県
、
笠
松

県
に
所
属
の
後
、
変
遷

を
繰
り
返
し
昭
和
三
十

二
年
に
は
現
町
域
を
確

定
し
て
い
ま
す
。

明
治
期
に
は
、
濃
尾

震
災
や
幾
多
の
洪
水
な

ど
、
多
く
の
災
害
を
受

け
な
が
ら
も
、
治
水
事

業
の
進
展
や
用
水
の
開
発
、
土
地
改
良
事
業
な
ど
、

大
規
模
な
国
土
開
発
が
な
さ
れ
、
大
正
時
代
に
な

る
と
木
曽
川
上
流
改
修
の
一
環
と
し
て
、
犀
川
改

修
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
場
産
業
と
し
て
は
、
明
治
時
代
か
ら
農
家
の

副
業
と
し
て
始
め
ら
れ
た
柳
行
李
の
製
造
が
工
業

化
さ
れ
、
や
が
て
全
国
生
産
高
の
八
割
か
ら
九
割

を
占
め
る
ほ
ど
、
成
長
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
江
方
面
か
ら
レ
ン
ゲ
の
原
種
が
入
り
、

農
家
の
収
入
源
と
し
て
有
望
視
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
あ
れ
ほ
ど
有
名
で
あ

っ
た
柳
行
李
も
レ
ン
ゲ
も
哀
退
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
ま
す
。

交
通
網
と
し
て
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
が
町
内

を
横
断
し
、
県
内
主
要
都
市
を
結
ぶ
国
道
二
十
一

号
が
通
っ
て
お
り
、
本
巣
郡
内
は
も
ち
ろ
ん
近
郊

市
町
村
へ
の
交
通
至
便
の
地
で
あ
り
ま
す
。
現
在

の
穂
積
町
は
、
大
垣
市
や
岐
阜
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
と
し
て
成
長
を
遂
げ
、『
水
と
共
生
す
る
ほ
づ

み
』
を
目
指
し
、
多
彩
な
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
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ふるさとの街・探訪記

岐
阜
県
穂
積
町
は
長
良
川
、
揖
斐
川
の
二
大
河

川
に
は
さ
ま
れ
た
輪
中
地
帯
。
濃
尾
平
野
の
北
西
、

本
巣
郡
の
最
南
端
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
長
良
川

を
境
と
し
て
東
に
岐
阜
市
、
西
に
揖
斐
川
を
は
さ

ん
で
巣
南
町
、
大
垣
市
が
あ
り
、
南
は
安
八
郡
墨

俣
町
と
安
八
町
、
北
は
北
方
町
と
真
正
町
に
接
し
、

東
西
三
d
、
南
北
五
・
五
d
面
積
約
十
六
・
四
h

の
町
で
す
。

地
盤
は
海
抜
五
〜
十
m
で
北
か
ら
南
へ
ゆ
る
く

傾
斜
。
糸
貫
川
、
天
王
川
、
中
川
、
五
六
川
、
犀

川
な
ど
十
一
本
も
の
一
級
河
川
が
流
れ
る
低
湿
地

で
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
前
は
、
地
中
が
流
れ
て

い
る
地
下
水
が
自
然
に
湧
き
出
し
て
い
る
「
河
間

が

ま

」

が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
河
間
水
や
悪
水
は
い
っ

た
ん
こ
の
地
で
淀
ん
だ
後
、
向
き
を
定
め
て
下
流

に
向
か
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
古
来
か
ら
大
雨
の
た
び
に
中
小
河

川
の
水
が
あ
ふ
れ
、
大
洪
水
時
に
は
し
ば
し
ば
長

良
川
の
水
が
逆
流
し
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。

正
倉
院
に
現
存
す
る
日
本
最
古
の
戸
籍
「
本
簀

郡
栗
栖く

る
す

太
里

だ

り

」
は
現
在
の
本
巣
郡
穂
積
町
本
田
付

近
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
戸
籍
に
よ
れ
ば
、
栗
栖
太
里
に
は
穂
積
部べ

を
名
の
る
者
が
三
名
住
ん
で
い
ま
し
た
。
穂
積
部

と
は
、
臣お

み

の
姓が

は
ね

を
も
つ
豪

族
穂
積
氏
の
私
有
民
の
こ

と
。
穂
積
氏
は
物
部
氏
と

同
族
で
、
大
和
国
山
辺
郡

を
本
拠
と
し
て
い
た
有
数

の
豪
族
で
し
た
。
大
和
朝

廷
の
全
国
統
一
に
従
っ
て
、

こ
の
穂
積
氏
も
律
令
制
下

の
貴
族
と
し
て
栄
え
、
美

濃
を
は
じ
め
全
国
各
地
に

勢
力
を
広
げ
て
い
き
ま
す

が
、
そ
の
私
有
民
で
あ
る

穂
積
部
も
同
様
に
展
開
し

て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

穂
積
と
い
う
町
の
名
も
、

こ
の
穂
積
部
の
居
住
開
拓

に
よ
る
も
の
な
の
で
し
ょ

う
か
。

こ
の
地
方
に
残
る
条
里

の
遺
跡
や
地
名
は
、
律
令
制
下
の
朝
廷
と
の
結
び

つ
き
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

平
安
時
代
の
本
巣
郡
に
は
八
つ
の
郷ご

う

が
あ
り
ま

し
た
。
郷
と
は
当
時
の
行
政
単
位
の
こ
と
。
律
令

時
代
の
里り

に
あ
た
り
ま
す
。

穂
積
町
に
あ
た
る
郷
は
穂
積
、
栗
田

く
る
す
だ

の
二
郷
と

船
木
郷
の
一
部
。
穂
積
郷
は
現
在
の
穂
積
、
別
府

地
区
に
あ
た
り
、
栗
田
郷
は
本
田
地
区
一
帯
、
船

木
郷
は
牛
牧
地
区
に
か
か
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

天
平
十
五
年
（
七
四
三
）、
墾
田
永
年
私
財
法

が
発
令
さ
れ
る
と
、
荘
園
と
い
わ
れ
る
私
有
地
が

各
地
に
増
え
て
き
ま
し
た
。

荘
園
は
主
に
貴
族
や
有
力
な
寺
院
の
所
有
で
し
た

が
、
美
濃
地
方
に
も
皇
室
や
摂
政
・
関
白
を
つ
と
め

る
都
の
実
力
者
の
荘
園
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

当
町
に
は
摂
関
家
領
の
生
津
荘

な

ま

ず

そ

う

と
北
部
に
法
勝
寺

領
の
船
木
荘
が
あ
っ
た
。

寛
喜
二
年
（
一
二
三
○
）
六
月
八
日
に
は
、
雪

が
降
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
六
月
八
日
は
、

現
在
の
暦
で
は
七
月
二
十
六
日
。
記
録
に
よ
れ
ば
、

真
夏
の
降
雪
は
推
古
天
皇
三
十
四
年
（
六
二
四
）

と
延
長
八
年
（
九
三
○
）
に
し
か
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。
い
ず
れ
も
大
飢
饉
の
年
と
な
り
、
過
去
の

こ
う
し
た
例
も
伝
え
ら
れ
て
、
当
時
の
人
々
は
不

安
を
募
ら
せ
ま
し
た
。

さ
ら
に
こ
の
年
の
七
月
に
ヒ
ョ
ウ
が
、
八
月
に

大
風
雨
が
お
き
る
な
ど
、
全
国
的
な
飢
饉
に
見
舞

わ
れ
、
こ
の
た
め
幕
府
で
は
徳
政
令
を
出
す
こ
と

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

応
仁
の
乱
以
降
、
同
族
争
い
が
引
き
金
と
な
り

滅
亡
し
た
土
岐
一
族
。
そ
の
後
、
下
剋
上
の
世
に

な
る
と
、
こ
の
地
方
は
戦
乱
の
舞
台
と
な
り
ま
す
。

永
禄
五
年
（
一
五
六
二
）、
織
田
信
長
は
美
濃

攻
め
に
際
し
て
墨
俣
に
砦
を
か
た
め
、
さ
ら
に
こ

の
地
に
十
九
条
城
を
か
た
め
て
い
ま
す
。
こ
の
城
に

は
一
族
に
織
田
信
益
が
入
城
し
ま
す
が
、
斉
藤
軍
の

侵
攻
に
よ
り
信
益
は
討
ち
死
、
信
長
を
尾
張
に
引
き

ふ
る
さ
と
の
街
・
探
訪
記

1

水
と
共
生
す
る
ま
ち
・
穂
積
町

穂
積
町
は
、
揖
斐
川
と
長
良
川
の
堆
積
土
砂
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
た
扇
状
地
。

十
一
本
の
一
級
河
川
が
貫
流
し
、

河
間

が

ま

か
ら
湧
き
出
る
水
は
、

豊
か
な
実
り
を
も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
一
方
、
渇
水
や
洪
水
も
解
決
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
課
題
。

明
治
以
降
に
は
大
規
模
な
河
川
改
修
や

土
地
改
良
事
業
も
実
施
さ
れ
、

現
在
は
『
水
と
共
生
す
る
ほ
づ
み
』
を
目
指
し
て
、

多
彩
な
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
形
の
特
色

古
代
の
穂
積
と
町
名
の
由
来

荘
園
時
代
と
異
常
気
象

戦
乱
の
世
か
ら
天
下
統
一
へ

穂積町空撮

明治初年の牛牧（五六）輪中とその周辺

十九条城（船木城）跡と伝えられる津島神社

大
洪
水
と
河
筋
の
変
化

輪
中
の
成
立
と
用
水
の
開
発

明
治
以
降
の
穂
積
町

中川から用水取水　田中杁

昭和40年頃の穂積駅

本田通玄寺在　中川築堤奉行金井甚平の墓

●

金
井
甚
平
の
功
績
●

中
川
は
穂
積
町
の
東
西
の
ち
ょ
う
ど
真

ん
中
を
流
れ
る
川
。
岐
阜
県
真
正
町
で
湧

き
出
る
河
間

が

ま

水
が
源
流
で
、
穂
積
町
の
祖

父
江
集
落
ま
で
わ
ず
か
八
ｋ
ｍ
の
小
川
で

す
が
、
水
量
は
豊
で
八
集
落
の
灌
漑
用
に

活
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
こ
の
中
川
も
洪
水
や
渇
水
を
起

こ
し
、
人
々
を
苦
し
め
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
惨
状
を
打
開
す
る
た
め
に
、
江

戸
時
代
に
な
る
と
こ
の
中
川
改
修
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
修
を
実
現
し
、
人
々
を
救
っ
た

の
が
勘
定
方
普
請
役
の
金
井
甚
平
で
す
。

彼
の
功
績
を
感
謝
し
た
人
々
は
、
本
田

の
通
玄
寺
で
今
で
も
毎
年
二
月
二
十
五
日

の
命
日
に
法
要
を
営
ん
で
い
ま
す
。



離
任
し
ま
す
が
、
人
々
は
泣
い
て
別
れ
を
惜
し
ん
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
六
月
六
日
、
平
右
衛
門

は
七
十
三
歳
と
い
う
天
寿
を
ま
っ
と
う
。
こ
の
知
ら

せ
を
受
け
た
五
六
川
流
域
の
人
々
は
、
代
表
を
選
ん

で
故
郷
の
押
立
村
に
弔
い
に
行
き
、
そ
の
時
も
ら
っ

て
き
た
彼
の
愛
用
の
小
刀
が
、
十
九
条
の
興
禅
寺
に

納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

明
和
七
年
（
一
七
七
○
）
に
は
平
右
衛
門
の
石
碑

が
興
禅
寺
の
庭
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

平
右
衛
門
築
造
に
よ
る
門
樋
の
通
称
は
「
五
六
閘

門
」
あ
る
い
は
「
牛
牧
閘
門
」。
し
か
し
そ
の
構
造

は
閘
門
（
閘
室
の
前
後
に
門
扉
を
配
し
た
運
河
用
構

築
物
）
と
は
異
な
り
、
出
口
に
門
を
付
け
、
洪
水
時

に
扉
を
閉
ざ
す
と
い
う
樋
門
で
す
。
穂
積
地
方
に
あ

る
十
七
箇
所
の
樋
門
の
中
で
も
最
も
歴
史
が
古
く
、

木
造
の
た
め
以
後
二
十
年
前
後
に
一
回
ず
つ
改
修
さ

れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
石
造
り
の
樋
門
は
明
治
四
十
年
に
改
築
さ

れ
た
も
の
で
、
高
さ
八
・
五
ｍ
、
長
さ
十
二
ｍ
の
二

連
ア
ー
チ
式
の
水
門
で
す
。
下
流
側
に
は
観
音
開
扉

を
備
え
、水
位
差
に
よ
っ
て
扉
が
自
動
的
に
閉
ま
り
、

逆
流
を
防
止
す
る
仕
組
み
。

石
積
工
法
は
、
自
然
石
を
目
地
土
（
モ
ル
タ
ル
）

で
つ
な
い
で
つ
み
あ
げ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す

が
、
目
地
土
を
採
取
・
分
析
し
た
結
果
、
目
地
土

は
マ
サ
（
風
化
花
崗
岩
の
砕
土
）
に
約
三
五
％
の

石
灰
を
混
ぜ
た
「
た
た
き
」
土
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
従
っ
て
こ
の
樋
門
は「
た
た
き
」土

を
使
い
、
た
た
き
固
め
、
そ
の
表
面
に
自
然
石
を

「
浮
き
石
」
積
み
に
し
た
も
の
で
、
こ
の
よ
う
な
石

積
方
法
を
「
た
た
き
」
工
法
又
は
「
人
造
石
」
工

法
と
い
い
ま
す
。

こ
の
工
法
は
、
我
が
国
古
来
の
左
官
の
伝
統
技
術

で
あ
り
、
セ
メ
ン
ト
が
ま
だ
高
価
な
時
期
、
セ
メ
ン

ト
工
法
の
前
段
階
に
属
す
る
技
術
。
従
っ
て
「
人
造

石
」工
法
は
産
業
の
近
代
化
を
支
え
た
技
術
で
あ
り
、

土
木
技
術
史
上
貴
重
な
工
法
と
い
え
ま
す
。

明
治
以
降
の
大
規
模
な
河
川
改
修
や
土
地
改
良

事
業
の
進
展
と
と
も
に
、
輪
中
の
存
在
意
義
が
薄
れ

る
の
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
樋
門
の
撤
去
や

改
修
が
進
み
現
在
、
木
曽
三
川
流
域
で
住
時
の
姿
を

と
ど
め
て
い
る
樋
門
は
、
五
六
樋
門
と
愛
知
県
立
田

輪
中
の
船
頭
平
閘
門
の
み
。
五
六
閘
門
は
岐
阜
県
内

に
現
存
す
る
唯
一
の
た
た
き
構
造
の
水
門
で
す
。

城
門
を
思
わ
せ
る
石
造
り
の
五
六
閘
門
は
、
治
水

の
歴
史
が
刻
み
込
ま
れ
た
貴
重
な
治
水
記
念
物
。
周

辺
の
美
し
い
環
境
の
中
で
、
水
害
と
闘
っ
た
住
時
を

物
語
っ
て
い
ま
す
。
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町
内
を
北
か
ら
南
へ
貫
流
す
る
五
六
川
は
、
長
良

川
の
支
流
。
江
戸
時
代
に
は
、
穂
積
町
の
南
端
部
で
、

中
川
・
犀
川
・
五
六
川
の
三
河
川
が
合
流
し
、
長
良

川
に
注
ぎ
込
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
三
川
の
合
流
地

点
は
、
穂
積
町
で
も
最
も
低
い
場
所
の
た
め
、
大
雨

で
長
良
川
が
出
水
す
る
と
、
犀
川
に
逆
流
し
、
犀
川

に
逆
流
す
れ
ば
、
五
六
川
に
水
が
流
れ
込
み
、
人
々

は
浸
水
や
湛
水
に
苦
し
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

五
六
川
流
域
の
集
落
は
、
牛
牧
・
野
田
新
田
・

十
九
条
・
別
府
・
只
越

た
だ
こ
し

・
下
本
田
・
祖
父
江
・

柳
一
色

や

な

い

し

き

・
上
橋
本
な
ど
。
各
集
落
は
こ
う
し
た
水
害

を
防
ぐ
た
め
、
Ｕ
字
型
の
輪
中
堤
を
築
造
し
、
水
防

に
務
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
長
良
川
の
水
位
の

上
昇
に
よ
る
逆
水
を
防
ぐ
た
め
に
は
、「
樋
門
」
を

設
け
る
こ
と
が
必
要
で
し
た
。

特
に
こ
の
一
帯
は
有
数
の
米
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
中

山
道
の
要
衝
の
地
。
江
戸
時
代
、
五
六
川
が
五
六
橋

川
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
は
、
中
山
道
の
五
六
番
目
の

橋
が
か
か
る
川
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
呼
ば
れ

て
い
た
と
文
献
に
は
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
地
理
的
条
件
は
幕
府
を
動
か
し
、「
逆
水

留
樋
門
」
を
造
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
上
流
部
と
下
流
部
で
利
害
が
対
立
す
る

輪
中
地
帯
の
こ
と
。
樋
門
の
築
造
は
輪
中
間
の
紛
糾

を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
対
立
を
調
整
し
、

樋
門
築
造
を
な
し
遂
げ
た
の
が
代
官
川
崎
平
右
衛
門

で
し
た
。

川
崎
平
右
衛
門
は
、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
武

蔵
国
多
摩
郡
押
立
村
（
現
府
中
市
）
の
農
家
の
生
ま

れ
。
若
い
頃
か
ら
荒
れ
地
の
開
墾
や
用
水
・
潅
漑
に

励
み
、
大
岡
越
前
守
忠
相
に
そ
の
実
績
が
認
め
ら
れ

て
、
多
摩
川
の
堤
防
や
水
門
の
築
造
な
ど
を
任
さ
れ

て
い
ま
す
。そ
の
功
績
か
ら
延
享
元
年（
一
七
四
四
）、

農
民
と
し
て
は
異
例
の
代
官
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
、
平
右
衛
門
は
五
十
一
歳
で
し
た
。

寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）、
川
崎
平
右
衛
門
は
幕
府

直
轄
地
の
代
官
役
所
・
本
田
陣
屋
に
代
官
と
し
て
赴

任
す
る
と
、
さ
っ
そ
く
本
田
・
只
越
・
別
府
・
十
九

条
・
牛
牧
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。
そ
の
翌
年
に
は

五
六
川
流
域
の
集
落
に「
五
六
橋
水
除
門

み
ず
よ
け
も
ん

樋
建
造
願
」

を
提
出
さ
せ
、
彼
自
身
も
「
意
見
書
」
を
添
付
し
て

幕
府
に
具
申
し
て
い
ま
す
。

や
が
て
幕
府
か
ら
も「
裁
可
相
成
」な
る
旨
の
通

知
が
届
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
目
論
見
は
ト
ン
ト
ン
拍
子
に
は
進

み
ま
せ
ん
で
し
た
。
上
流
の
美
江
寺
・
軽
海
・
十
五

条
・
小
柿
・
宗
慶

そ
う
け
い

の
各
集
落
の
反
対
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
下
流
の
墨
俣
輪
中
の
人
々
は
門
樋
の
築
造
に

よ
り
大
水
害
を
被
る
と
し
て
、
連
署
を
も
っ
て
代
官

所
に
赴
き
、
反
対
を
訴
え
た
の
で
す
。

困
り
果
て
た
平
右
衛
門
は
周
辺
の
集
落
を
歩
き
回

っ
て
協
力
を
仰
ぎ
、
尾
張
藩
の
協
力
に
よ
り
、
墨
俣

輪
中
の
集
落
を
召
喚
し
て
、
無
害
で
あ
る
と
の
認
定

を
し
た
と
厳
達
し
た
の
で
、
つ
い
に
は
承
服
し
た
と

の
こ
と
で
す
。

費
用
は
す
べ
て
集
落
の
負
担
と
さ
れ
、
宝
暦
六
年

（
一
七
五
六
）
工
事
を
開
始
。
翌
七
年
春
に
は
「
逆

水
留
樋
門
」
は
完
成
し
て
い
ま
す
。

築
造
の
快

挙
は
、
十
二
ヶ

村
の
九
百
戸
、

八
百
ha
の
耕
地

の
治
水
に
効
果

を
上
げ
ま
し

た
。
ま
さ
に
平

右
衛
門
は
治
水

の
恩
人
。
こ
の

地
で
十
年
間
代

官
を
つ
と
め
た

平
右
衛
門
は
、

宝
暦
九
年
（
一

七
五
九
）
に
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五六閘門

二
百
三
十
年
と
い
う
歳
月
を
越
え
、

五
六
川
口
に
た
た
ず
む
五
六
閘
門
。

そ
の
築
造
は
ま
さ
に
五
六
川
流
域
民
の
願
い
。

大
雨
の
度
に
洪
水
は
長
良
川
か
ら
犀
川
に
、

そ
し
て
五
六
川
に
逆
流
入
。

浸
水
や
湛
水
の
被
害
に
苦
し
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
窮
状
を
救
っ
た
の
が
、

江
戸
幕
府
の
代
官
・
川
崎
平
右
衛
門
。

閘
門
反
対
を
唱
え
る
隣
接
輪
中
の
人
々
を
説
得
し
、

つ
い
に
は
完
成
さ
せ
た
の
で
し
た
。

そ
の
閘
門
も
明
治
に
は
「
た
た
き
工
法
」
で
再
生
。

現
在
は
、
貴
重
な
治
水
遺
跡
と
し
て
、

治
水
の
必
要
性
を
訴
え
か
け
て
い
ま
す
。

水
害
の
歴
史
を
見
守
る
五
六
閘
門

◆
五
六
閘
門
築
造
を
め
ぐ
る
紛
争

◆
治
水
の
恩
人
・
川
崎
平
右
衛
門

川崎平右衛門肖像画（川崎昌美氏蔵）

興善寺にある川崎平右衛門の墓碑花塚の川崎神社

五六川落新堀川目論見絵図

◆
明
治
四
十
年
、
五
六
閘
門
改
築

水
と
共
生
を
図
る

五
六
川
修
景
事
業

「
水
と
共
生
す
る
・
ほ
づ
み
」
を
目
指
す
穂
積
町

で
は
、
新
世
紀
を
展
望
し
た
「
穂
積
町
第
三
次
総
合

計
画
」
を
策
定
し
、
長
期
的
か
つ
総
合
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

「
五
六
川
親
水
公
園
計
画
」
は
そ
の
一
環
。
現
在

の
五
六
川
の
姿
を
最
大
限
に
生
か
し
、
自
然
の
生
態

系
を
壊
す
こ
と
な
く
、
人
と
自
然
が
共
生
す
る
公
園

化
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
計
画
と
し
て
は
、
散
策
路
や
魚
釣
場
な

ど
の
整
備
や
、
ヨ
シ
な
ど
の
水
生
植
物
の
植
栽
、
展

望
デ
ッ
キ
の
設
置
な
ど
。
水
辺
の
生
息
環
境
を
保
全

し
な
が
ら
、
人
々
が
集
い
、
憩
う
、
公
園
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

五六川口の門樋（明治40年6月5日改修完了撮影）

空から見た牛牧地区



こ
の
堤
灯
は
こ
の
地
の
風
習
で
あ
る
献
灯
行
事
に

ち
な
ん
だ
も
の
。
八
月
の
お
盆
を
迎
え
る
こ
ろ
に
な

る
と
、
先
祖
の
冥
福
を
祈
る
た
め
、
献
灯
行
事
が
行

わ
れ
て
き
た
よ
う
で
す
。

と
い
う
の
も
、
穂
積
は
大
昔
か
ら
洪
水
に
苦
し
め

ら
れ
た
と
こ
ろ
。
水
害
に
よ
る
悲
劇
も
し
ば
し
ば
で

し
た
。
そ
ん
な
死
者
を
弔
う
た
め
に
行
わ
れ
て
い
た

の
が
献
灯
行
事
で
、
長
良
川
の
精
霊
流
し
や
万
灯
流

し
も
そ
の
名
残
で
す
。

観
音
院
の
献
灯
行
事
が
定
着
し
た
の
は
、
織
田
信

長
の
美
濃
進
出
か
ら
。
幾
度
か
の
悪
天
候
下
、
増
水

し
た
長
良
川
を
渡
っ
て
戦
っ
た
時
に
は
、
痛
ま
し
い

戦
死
者
が
敵
味
方
と
も
に
続
出
し
ま
し
た
。

一
夏
に
二
度
繰
り
返
さ
れ
た
戦
い
の
祈
り
に
は
、

先
に
息
子
を
、
後
に
は
夫
を
、
と
い
う
よ
う
に
、
働

き
手
の
男
た
ち
を
失
っ
た
の
で
す
。

残
さ
れ
た
女
た
ち
は
、
泣
い
て
ば
か
り
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。
女
手
一
つ
で
災
害
に
耐
え
、
鍬
を
手

に
、
生
活
を
支
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
で
す
。

悲
嘆
の
涙
、
痛
恨
の
嗚
咽
を
呑
み
込
ん
で
、
堤
灯

を
点
し
た
女
た
ち
。
献
灯
行
事
に
は
、
そ
ん
な
哀
し

い
歴
史
が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
観
音
院
に
は
、
信
長
の
重
臣
・
柴
田
勝
家
に

ち
な
ん
だ
念
持
仏
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

永
禄
三
年
（
一
五
六
○
）、
墨
俣
に
橋
頭
堡
を
造

る
合
戦
で
織
田
軍
が
大
敗
を
喫
し
た
時
の
こ
と
。
尾

張
方
総
大
将
の
柴
田
勝
家
は
、
形
勢
が
逆
転
し
、
総

崩
れ
に
な
っ
て
退
散
を
し
ま
し
た
。
落
ち
延
び
る
勝

家
は
、
羽
島
市
竹
鼻
ま
で
来
た
と
こ
ろ
で
、
傷
つ
い

た
者
の
手
当
を
し
な
が
ら
、
敗
因
に
頭
を
め
ぐ
ら

せ
ま
し
た
。
そ
の
敗
因
と
は
、
蜂
須
賀
小
六
を
は
じ

め
と
す
る
川
並
衆
の
た
だ
な
ら
ぬ
気
配
。
彼
ら
と
折

衝
を
重
ね
て
い
た
木
下
藤
吉
郎
の
動
き
が
怪
し
い
と

に
ら
ん
だ
の
で
す
。

蜂
須
賀
小
六
は
後
に
藤
吉
郎
の
家
臣
と
な
る
人

物
。
勝
家
の
疑
惑
も
う
な
ず
け
ま
す
。
勝
家
は
以
来
、

藤
吉
郎
と
手
を
組
む
こ
と
は
な
く
、
賎
ケ
岳
の
合
戦

で
、
秀
吉
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
合
戦
の
祈
り
、
観
音
院
に
祠
ら
れ
た
と
い
う

の
が
勝
家
の
念
持
仏
で
す
。

毎
年
、
八
月
九
日
に
は
、
読
経
が
進
む
中
、「
南

無
観
世
音
菩
薩
」
の
大
堤
灯
が
つ
る
さ
れ
、
夜
に
は

電
灯
も
点
さ
れ
て
、
参
拝
者
の
目
を
た
の
し
ま
せ
て

い
ま
す
。

両
手
を
青
空
に
広
げ
、
鮮
や
か
な
緑
を
繁
ら
せ
る

一
本
の
大
木
。
藤
九
郎
ギ
ン
ナ
ン
と
呼
ば
れ
る
大
木

は
、
糸
貫
川
堤
防
に
ほ
ど
近
い
、
西
只
越
の
西
蓮
寺

境
内
に
そ
び
え
た
っ
て
い
ま
す
。

大
銀
杏
は
高
さ
十
三
ｍ
、
根
本
の
周
囲
三
ｍ
、
樹

齢
約
百
数
十
年
で
、
岐
阜
県
の
天
然
記
念
物
。
そ
の

実
は
普
通
の
ギ
ン
ナ
ン
よ
り
約
二
倍
の
重
さ
で
、
殻

は
薄
く
て
光
沢
が
あ
り
、
美
味
で
あ
る
こ
と
で
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

藤
九
郎
ギ
ン
ナ
ン
の
名
は
、
こ
の
原
木
を
所
有
し

て
い
た
穂
積
町
の
旧
家
・
井
上
家
の
当
主
藤
九
郎
に

由
来
す
る
も
の
。
藤
九
郎
が
西
蓮
寺
の
住
職
に
帰
依

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
門
外
不
出
と
さ
れ
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
特
別
に
西
蓮
寺
の
銀
杏
に
接
木
を
し
た

と
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

突
然
変
異
に
よ
り
大
粒
の
実
を
実
ら
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
藤
九
郎
ギ
ン
ナ
ン
は
、
美
し
い
緑
を
香
ら
せ

て
、
実
り
の
季
節
を
待
ち
受
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

気
ま
ま
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名
神
高
速
道
路
の
羽
島
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら

北
へ
二
十
分
あ
ま
り
。
長
良
川
と
揖
斐
川
の
大
河
に

抱
か
れ
た
町
。
そ
れ
が
穂
積
町
で
す
。
町
内
に
は
、

天
王
川
、
糸
貫
川
、
中
川
な
ど
、
大
小
の
河
川
が
流

れ
、
緑
の
水
辺
で
は
蝉
を
追
い
か
け
る
子
供
た
ち
の

笑
い
声
。
頬
を
真
っ
赤
に
染
め
て
、
元
気
よ
く
駆
け

回
っ
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
の
汗
を
優
し
く
ふ
き
と
っ
て
く
れ
る
の

が
、
と
き
お
り
そ
よ
ぐ
川
風
。
ま
ば
ゆ
い
太
陽
を
浴

び
て
、
川
面
は
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
ま
す
。

美
し
い
自
然
が
息
づ
く
穂
積
町
。
こ
の
穏
や
か
な

町
に
も
、戦
乱
の
地
と
化
し
た
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。

水
と
の
闘
い
に
明
け
暮
れ
た
日
々
が
あ
り
ま
し
た
。

豊
か
で
潤
い
の
あ
る
町
に
秘
め
ら
れ
た
物
語
。
そ
ん

な
歴
史
を
訪
ね
て
、
町
並
み
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。

長
良
川
と
そ
の
支
流
糸
貫
川
に
は
さ
ま
れ
た
河
渡

ご

う

ど

輪
中
の
南
に
生
津

な

ま

づ

と
い
う
集
落
が
あ
り
ま
す
。

生
津
に
は
伊
勢
神
宮
の
よ
う
に
、
内
宮
（
神
明
神

社
）
と
外
宮（
豊
受
神
社
）が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、

ま
だ
日
本
の
歴
史
も
あ
さ
い
古
代
、
垂
任
天
皇
の
子

倭
姫

や
ま
と
ひ
め

命
が
、
天
照
大
神
の
御
霊
を
奉
じ
て
大
和
か
ら

東
国
を
巡
行
し
た
伝
説
に
ち
な
ん
で
い
ま
す
。

社
伝
に
よ
れ
ば
、
天
照
大
神
は
美
濃
国

以
久
良
河
宮

い

く

ら

か

わ

み

や

（
岐
阜
県
巣
南
町
）
に
し
ば
ら
く
留

ま
り
、
そ
の
後
、
生
津
に
逗
留
し
て
、
こ
こ
か
ら

川
を
下
っ
て
伊
勢
へ
向
か
わ
れ
た
、
と
伝
え
て
い

ま
す
。
ま
だ
道
な
き
時
代
。
以
久
良
河
宮
か
ら
伊

勢
へ
向
か
う
に
は
、
根
尾
川
の
本
流
で
あ
っ
た
糸

貫
川
を
船
で
下
っ
て
い
く
の
が
自
然
の
コ
ー
ス
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。

や
が
て
時
代
は
下
り
、
一
条
天
皇
の
御
世
。
飛
騨

の
匠
が
生
津
を
訪
ね
た
折
り
「
生
津
の
神
社
は
並
び

な
い
霊
社
と
伝
え
ら
れ
る
の
で
、
心
か
ら
敬
い
、
真

心
を
尽
く
し
た
い
」
と
、
神
明
神
社
、
豊
受
神
社
の

二
社
を
再
建
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

内
宮
・
外
宮
の
祭
礼
は
毎
年
五
月
四
日
。
と
も
に

古
式
ゆ
か
し
き
も
の
で
、
斎
王
を
思
わ
せ
る
巫
女
や

左
大
臣
・
右
大
臣
と
称
す
る
射
手
が
登
場
し
、
酒
・

洗
米
・
お
こ
わ
・
鮒
な
ど
を
お
供
え
す
る
神
供
の
行

列
を
す
る
な
ど
、
伊
勢
神
宮
と
関
係
の
深
い
土
地
柄

が
偲
ば
れ
ま
す
。

長
良
川
右
岸
の
自
然
堤
防
上
に
発
達
し
た
集
落
。

そ
れ
が
別
府
で
す
。
こ
の
地
は
か
つ
て
船
木
荘
と
い

う
荘
園
に
含
ま
れ
て
い
た
と
こ
ろ
。

船
木
荘
は
、
菅
原
道
真
の
子
孫
・
高
階
肥
後
守

た
か
し
な
ひ
ご
の
か
み

の

先
祖
遠
来
の
領
地
で
し
た
。
そ
の
後
、
七
人
の
子
女

に
土
地
を
分
け
与
え
、
別
府
は
阿
闍
梨

あ

じ

や

り

大
法
師
の
領

地
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
集
落
の
東
方
・
光
泉
寺
境
外
仏
堂
の
別
府
観

音
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
の
が
木
造
十
一
面
観
音
立

像
。
こ
の
観
音
像
に
は
不
思
議
な
伝
説
が
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

延
暦
年
間
（
八
世
紀
末
）、
出
羽
の
豪
族
・
大
口

大
領
が
、
都
で
つ
く
ら
せ
た
十
一
面
観
音
像
二
体
を

も
っ
て
帰
国
す
る
途
中
、
杭
瀬
川
の
ほ
と
り
ま
で
来

た
時
に
神
の
お
告
げ
が
あ
り
ま
し
た
。

大
領
は
そ
の
お
告
げ
に
従
っ
て
、
一
体
を
谷
汲
山

に
、
残
り
の
一
体
を
大
野
郡
川
崎
の
森
に
納
め
て
、

帰
国
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
森
の
祠
の
観
音
様
は
、
詣
る
人
も
少
な

く
寂
し
い
限
り
。
そ
れ
を
見
か
ね
た
源
氏
の
武
将
・

岡
部
忠
澄
は
、
川
崎
の
森
か
ら
観
音
様
を
移
し
、
母

の
郷
里
で
あ
る
別
府
に
観
音
堂
を
建
立
し
て
安
置
し

た
の
で
す
。

こ
の
観
音
様
が
別
府
観
音
堂
の
本
尊
で
、
一
本
造

り
の
立
像
。
谷
汲
山
華
厳
寺
に
も
同
じ
観
音
様
が
安

置
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

十
一
面
観
音
立
像
は
岐
阜
県
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

観
音
様
の
伝
説
は
も
う
一
つ
、
穂
積
町
中
切
に
あ

る
観
音
院
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
お
寺
は
、「
千
日
参
り
」
で
有
名
な
と
こ
ろ
。

一
日
参
れ
ば
、
千
日
間
、
御
利
益
が
あ
る
と
い
う
夏

の
行
事
で
、
高
さ
八．

七
ｍ
、
直
径
四．

一
ｍ
も
の

超
特
大
堤
灯
が
境
内
に
つ
る
さ
れ
、
数
多
く
の
見
物

客
を
集
め
ま
す
。

気
ま
ま
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■
美
し
い
自
然
が
息
づ
く
町

■
古
代
の
名
残
を
と
ど
め
る
内
宮
と
外
宮

長良大橋から上流

祈
り
の
声
は
大
河
の
流
れ
と
と
も
に

祭
り
の
花
咲
く
穂
積
の
夏

夜
空
に
浮
か
び
上
る
幻
想
的
な
大
堤
灯
。

勇
ま
し
い
か
け
声
を
上
げ
る
子
供
力
士
た
ち
。

穂
積
町
の
夏
は
、
ま
さ
に
祭
り
の
シ
ー
ズ
ン
。

し
か
し
、
空
は
知
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
つ
り
に
秘
め
ら
れ
た
哀
し
い
涙
。

水
と
闘
っ
た
あ
の
時
。

だ
か
ら
こ
そ
、
人
は
祈
り
を
捧
げ
、

神
に
願
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

穏
や
か
な
日
々
、
や
す
ら
ぎ
の
暮
ら
し
を
。

美
し
い
表
情
を
た
た
え
る
川
は
、

人
々
の
願
い
を
見
守
る
よ
う
に
、

ゆ
る
や
か
な
時
を
刻
ん
で
い
ま
す
。

■
観
音
様
の
不
思
議
な
伝
説

■
先
祖
の
冥
福
を
祈
る
「
千
日
参
り
」

生津の神明神社

別府観音堂

観音院の大ちょうちん

藤九郎ギンナン（県天然記念物）

◆ 汽車まつり ◆

穂・積・町・の・歳・時・記

■
実
り
の
季
節
を
待
つ
籐
九
郎
ギ
ン
ナ
ン

―8月上旬―
明治39年8月1日の穂積駅

開設を記念して、町商工会、
汽車まつり振興会、町の共催
で、昭和31年から始められ
ました。
まつりの花形はD51の

1／3模型の「弁慶号」。小学
生によるバンドパレードやカ
ラオケ大会などの他にも、毎
年楽しい企画も盛り込まれ、
親子連れなど多くの人々でに
ぎわいます。

◆ 地蔵盆の相撲大会 ◆

―8月24日―
地蔵盆は穂積町の各所で今

も盛んですが、旧中山道沿い
の本田地蔵堂では、余興とし
て相撲大会が行われています。
戦前は尾張・美濃・江州の三
国素人相撲で評判でしたが、
今はもっぱら子供相撲。「ハ
ッケヨイ」のかけ声とともに、
小さな力士たちが技を競って
います。

穂　積　町　行　事

■レンゲフェア96……………………………………………………………4月
■汽車まつり・ミュージカル…………………………………………………8月
■ポップスコンサート…………………………………………………………9月
■クラッシックコンサート…………………………………………………10月
■ポップスコンサート………………………………………………………11月
■クラッシックコンサート…………………………………………………12月
■ポップスコンサート…………………………………………………………1月
■落　　語………………………………………………………………………2月

●公共交通機関利用●
名古屋からJR東海で「ほづみ」駅下車（約25分）
●マイカー利用●
名古屋I.C→名神高速道路を西へ42.6Km→岐阜羽島I.Cより約20分



の
島
と
い
う
惨
状
で
し
た
。

改
修
以
前
の
川
島
町
は
、
町
の
上
流
江
南
市
鹿
子

島
付
近
で
南
派
流
が
分
流
し
、
現
在
の
北
派
川
が
主

流
で
し
た
。
本
川
は
南
派
川
を
分
流
後
、
北
岸
に
沿

っ
て
流
れ
て
い
ま
し
た
が
、
笠
田
島
と
渡
島
の
間
は

三
斗
山
の
集
落
に
よ
っ
て
河
幅
が
狭
め
ら
れ
、
わ
ず

か
な
流
路
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
う
し
た
河
道
の
整
理
を
目
的
に
、
掘
削
浚
渫
な

ど
の
工
事
が
昭
和
四
年
ま
で
行
わ
れ
、
そ
の
他
の
工

事
は
昭
和
十
四
年
ま
で
継
続
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

工
事
の
内
容
は
、
笠
田
〜
渡
島
間
に
幅
三
百
m
の

河
道
を
開
削
し
、
い
ま
ま
で
河
道
を
狭
め
て
い
た
三

斗
山
な
ど
の
民
有
地
の
寄
洲
を
除
去
。
そ
の
土
砂
で

新
川
の
左
岸
の
護
岸
堤
な
ど
を
つ
く
り
、
あ
ま
っ
た

土
砂
で
旧
川
な
ど
を
埋
め
立
て
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、
木
曽
川
本
川
に
す
べ
て
の
水
が
流
れ

込
ん
で
北
派
川
に
は
ま
っ
た
く
水
が
流
れ
る
こ
と
が

な
く
な
り
、
し
た
が
っ
て
、
渡
船
が
唯
一
の
交
通
機

関
だ
っ
た
当
時
、
新
た
な
渡
船
の
整
備
や
橋
梁
の
新

設
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

《
正
木
の
新
堤
》

岐
阜
県
羽
島
市
正
木
か
ら
上
流
約
四
km
に
至
る
区

間
の
堤
防
で
、
そ
の
地
名
か
ら
正
木
の
新
堤
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

改
修
以
前
の
堤
防
は
「
く
」
の
字
形
に
大
き
く
湾

曲
し
て
お
り
、
川
幅
は
広
大
で
あ
っ
た
た
め
、
堤
防

の
湾
曲
部
に
位
置
す
る
大
浦
輪
中
は
、
洪
水
か
ら
家

屋
や
耕
地
を
守
る
た
め
、
川
側
に
さ
ら
に
輪
中
堤
を

築
い
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
堤
防
の
高
さ
は
、
決
し
て
充
分
と

い
え
る
も
の
で
は
な
く
、
大
浦
輪
中
は
常
に
洪
水
の

危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

改
修
計
画
で
は
、

当
初
、「
く
」
の
字

形
の
堤
防
を
拡
築

す
る
計
画
で
し
た

が
、
大
浦
輪
中
水

害
予
防
組
合
か
ら

の
度
重
な
る
要
望

に
応
え
、
輪
中
堤

を
本
堤
と
す
る
こ

と
に
計
画
が
変
更

さ
れ
、
計
画
に
よ

る
予
算
の
増
加
す

る
部
分
は
、
地
元

が
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

工
事
は
昭
和
七

年
十
一
月
に
着
工

し
同
十
三
年
十
月
に
竣
工
。
こ
の
工
事
に
よ
っ
て
当

時
四
十
三
戸
と
約
七
十
五
ｈ
ａ
の
耕
地
が
水
害
か
ら

免
れ
る
よ
う
に
な
り
、
廃
堤
及
び
廃
川
敷
と
な
っ
た

約
二
十
ｈ
ａ
の
土
地
が
耕
地
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

《
玉
ノ
井
二
重
堤
》

玉
ノ
井
二
重
堤
と
は
木
曽
川
左
岸
約
三
十
六．

五

km
地
点
か
ら
三
km
に
及
ぶ
堤
防
で
、
背
後
に
御
囲
堤

が
あ
る
た
め
、
二
重
堤
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

木
曽
川
の
堤
外
地
に
集
落
を
形
成
し
て
い
る
愛
知

県
木
曽
川
町
玉
ノ
井
及
び
里
小
牧
は
、
そ
の
背
面
に

木
曽
川
の
本
堤
で
あ
る
強
固
な
御
囲
堤
を
擁
し
て
い

ま
し
た
が
、
前
方
の
木
曽
川
に
接
す
る
堤
防
は
極
め

て
脆
弱
な
も
の
。
昭
和
十
三
年
七
月
の
大
洪
水
時
に

は
、
こ
の
小
堤
防
の
十
数
箇
所
が
決
壊
し
、
集
落
一

帯
が
浸
水
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
愛
知
県

は
災
害
復
旧
を
機
に
築
堤
を
要
望
し
、
そ
の
全
工
事

を
内
務
省
に
委
託
し
ま
し
た
。

改
修
計
画
は
、
小
堤
防
の
湾
曲
を
是
正
し
、
延
長

約
二．

五
km
を
計
画
高
水
位
の
高
さ
で
施
工
、
川
表

の
小
段
以
下
は
玉
石
張
護
岸
で
補
強
す
る
こ
と
に
。

ま
た
、区
域
内
の
悪
水
は
御
囲
堤
に
樋
管
を
設
け
て
、

日
光
川
流
域
へ
排
水
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

工
事
は
昭
和
十
四
年
十
月
の
着
工
以
来
、
築
堤
と

護
岸
を
平
行
し
て
施
工
し
同
十
七
年
十
一
月
に
一
応

の
完
成
を
見
ま
す
が
、
排
水
樋
管
工
事
の
着
手
が
遅

れ
、
す
べ
て
の
工
事
が
竣
工
し
た
の
が
昭
和
十
八
年

十
一
月
。
こ
の
本
堤
防
完
成
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
堤

防
外
で
あ
っ
た
玉
ノ
井
里
小
牧
の
集
落
は
堤
防
内
と

な
り
、
紡
績
工
場
な
ど
が
進
出
。
住
宅
地
と
し
て
も

成
長
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
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歴史ドキュメント

長
年
に
渡
る
流
域
民
の
悲
願
、
木
曽
川
上
流
改
修

は
大
正
十
年
に
通
常
議
会
で
可
決
さ
れ
、
向
こ
う
十

箇
年
継
続
事
業
と
し
て
、
二
千
万
円
の
予
算
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
実
際
に
工
事
が
動
き
出
す
の
は
そ
の
一

年
後
。
大
正
十
一
年
に
は
羽
島
市
の
竹
鼻
に
用
地
事

務
所
が
、
翌
十
二
年
は
岐
阜
市
の
忠
節
町
に
木
曽
川

上
流
工
事
事
務
所
が
設
立
さ
れ
、
工
事
は
同
年
八
月

に
は
揖
斐
川
、
十
二
月
に
は
長
良
川
、
大
正
十
三
年

十
二
月
に
木
曽
川
と
逐
次
施
工
さ
れ
ま
し
た
。

木
曽
川
に
お
け
る
改
修
区
域
は
、
愛
知
県
犬
山
市

か
ら
愛
知
県
祖
父
江
町
に
至
る
木
曽
川
左
岸
、
岐
阜

県
各
務
原
市
か
ら
木
曽
・
長
良
背
割
堤
上
流
端
に
至

る
木
曽
川
右
岸
で
、
総
延
長
約
三
十
六
km
。

関
係
地
域
は
、
犬
山
市
、
扶
桑
町
、
江
南
市
、
一
宮

市
、
木
曽
川
町
、
尾
西
市
、
祖
父
江
町
、
羽
島

市
、
川
島
町
、
笠
松
町
。

当
初
の
計
画
高
水
量
は
毎
秒
約
九
千
k
で

し
た
。

改
修
の
主
な
方
針
は

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）大

正
十
三
年
十
二
月
、
川
島
町
に
お
け
る
河
身
整

理
に
着
手
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
下
流
部
祖
父
江

町
地
先
で
は
堆
積
し
た
砂
丘
が
木
曽
川
の
狭
窄
部
に

な
っ
て
い
た
の
で
、
引
堤
・
掘
削
を
実
施
し
、
両
岸

の
堤
防
で
は
嵩
上
げ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

木
曽
川
改
修
の
主
要
な
部
分
は
昭
和
十
四
年
ご
ろ

ま
で
に
ほ
ぼ
終
了
し
、
そ
れ
以
後
は
付
帯
工
事
や
委

託
工
事
が
主
に
施
工
さ
れ
、戦
後
に
至
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
施
工
状
況
は
上
記
の
表
に
示
す
と
お
り

で
す
。

《
川
島
の
河
身
整
理
》

川
島
町
は
木
曽
川
の
一
大
寄
洲
と
し
て
点
在
し
て

い
た
川
中
島
で
、
洪
水
時
に
は
文
字
ど
お
り
、
河
中
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史
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大
正
改
修
に
お
け
る
木
曽
川
改
修
事
業

通
常
議
会
で
向
こ
う
十
箇
年
事
業
と
し
て
可
決
さ

れ
た
大
正
改
修
は
、
大
正
十
二
年
に
着
工
。

木
曽
川
改
修
事
業
は
、
大
正
十
三
年
の
川
島
町
の

河
身
整
理
を
皮
切
り
に
逐
次
着
手
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
範
囲
は
愛
知
・
岐
阜
の
十
二
市
町
村
に
及
ぶ

も
の
。

今
回
は
そ
の
全
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

川
島
町
は
河
身
は
数
派
に
分
か
れ
、
出
水

の
都
度
乱
流
し
て
被
害
を
与
え
て
い
る

の
で
数
多
く
の
支
派
流
を
整
理
し
て
、

本
川
、
南
派
川
及
び
北
派
川
の
三
本
と

し
、
両
岸
に
は
護
岸
及
び
水
制
工
を
施

工
。
ま
た
、
北
派
川
の
分
派
口
に
は
越

流
堤
を
設
け
、
通
常
の
流
水
は
遮
断
し

高
水
の
み
越
流
さ
せ
る
。

木
曽
川
狭
窄
部
の
祖
父
江
町
、一
宮
市
、

北
方
町
の
二
箇
所
は
引
堤
す
る
。

尾
西
市
起
町
に
特
殊
堤
を
新
設
す
る
。

羽
島
市
正
木
町
地
先
は
堤
外
二
重
堤
を

本
堤
と
し
、
旧
堤
は
廃
堤
と
す
る
。

木
曽
川
町
地
先
に
二
重
堤
を
新
設
し
、

旧
堤
は
廃
堤
と
す
る
。

こ
の
他
に
も
必
要
に
応
じ
て
護
岸
・
水
制
・
法
留

工
・
根
固
工
を
施
工
し
、
ま
た
付
帯
工
事
と
し

て
橋
梁
・
樋
門
・
陸

※
　
　
　

閘
・
用
排
水
工
を
実
施
。

※
陸
閘：

堤
防
を
あ
る
高
さ
で
切
開
き
交
通
。

洪
水
時
に
は
、
こ
れ
を
締
切
る
施
設
。

■
参
考
文
献

『
木
曽
三
川
の
治
水
史
を
語
る
』

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
発
行

『
木
曽
三
川
治
水
百
年
の
あ
ゆ
み
』

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
発
行

『
木
曽
三
川
そ
の
治
水
と
利
水
』

国
土
開
発
調
査
会
発
行

『
木
曽
川
上
流
改
修
工
事
誌
』

建
設
省
木
曽
川
上
流
事
務
所
発
行

大
正
改
修
は
、
木
曽
三
川
の
上
流
域
の
抜

本
的
な
河
川
改
修
で
す
。
大
正
十
年
か
ら
ほ

ぼ
二
十
年
の
歳
月
を
か
け
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
改
修
は
各
河
川
と
も
計
画
高
水
流

量
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
川

幅
を
定
め
、湾
曲
の
激
し
い
箇
所
を
整
理
し
、

川
幅
の
狭
い
箇
所
に
つ
い
て
は
引
堤
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
本
川
改
修
と
並
行
し
て
、
支

派
川
改
修
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
正
改
修
の
あ
ら
ま
し

木曽川上流部の流路（木曽川上流改修前）〈大正初年ごろ〉

木曽川上流部の流路（木曽川上流改修後）〈昭和7年ごろ〉

正木築堤竣功記念碑

木曽川・玉ノ井・正木地先の工事概要

木曽川・玉ノ井・付近の航空写真

マントワ松

■
木
曽
川
改
修
の
概
要

■
木
曽
川
改
修
の
実
施
状
況

■
木
曽
川
改
修
の
主
要
工
事



路
に
戻
る
。
し
か
し
、
歴
史
上
に
特
筆
さ
れ
る
程

の
大
洪
水
時
に
は
流
路
が
変
わ
る
。
例
え
ば
、
木

曽
川
で
は
天
正
一
五
（
一
五
八
六
）
年
の
大
洪
水

で
現
、
境
川
か
ら
現
在
の
木
曽
川
流
路
へ
と
そ
の

主
流
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
、
そ
の
変
化
の
流

路
の
上
流
部
が
扇
状
地
に
属
し
は
す
る
が
、
有
名

な
話
で
あ
る
。

自
然
堤
防
帯
で
の
輪
中
の
当
初
の
堤
防
は
上
述
の

よ
う
に
馬
蹄
型
で
あ
っ
た
が
、
近
世
に
な
る
と
後
背

湿
地
帯
を
新
田
に
開
発
し
よ
う
と
し
、
こ
の
た
め
に

は
後
背
湿
地
帯
を
も
堤
防
で
囲
み
、
洪
水
の
流
入
を

防
ぐ
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
輪
中
の
懸
廻
堤

か
け
ま
わ
し
て
い

で
あ

る（
図
３
の（
３
））。
か
く
て
輪
中
の
形
成
は
新
田
開

発
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
輪
中
の
出
現
は
近
世
初

頭
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
よ
く
い
わ
れ
て
き
た
よ
う

な
元
応
元
（
一
三
一
九
）
年
と
い
っ
た
早
い
時
期
に

形
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

三
角
州
に
な
る
と
縦
断
勾
配
は
自
然
堤
防
帯
よ

り
は
一
段
と
緩
く
な
る
。（
ほ
ぼ
0.2
／
1，
〇
〇
〇
）。

こ
の
た
め
、
上
流
か
ら
押
し
よ
せ
る
洪
水
は
三
角

州
上
で
も
破
堤
し
や
す
く
、
そ
の
上
、
破
堤
時
に

出
現
す
る
押
堀

お
っ
ぽ
り

も
そ
の
面
積
が
大
き
い
。
し
か
し
、

自
然
堤
防
帯
と
同
じ
く
、
一
般
に
洪
水
に
よ
る
河

川
流
路
の
変
化
は
少
な
い
と
い
え
る
。

木
曽
三
川
の
比
較
　
濃
尾
平
野
の
沖
積
層
を
形

成
し
た
主
な
川
は
木
曽
・
長
良
・
揖
斐
の
三
川
本

支
流
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
三
川
が
こ
の
平
野
形

成
に
寄
与
し
た
面
積
に
は
大
差
が
あ
る
。
木
曽
川

が
流
下
し
て
い
る
流
域
の
山
地
は
長
大
で
広
く
、

か
つ
高
く
、
そ
の
う
え
崩
壊
し
や
す
い
火
成
岩
系

統
の
岩
石
か
ら
な
る
な
ど
の
た
め
、
そ
の
土
砂
堆

積
量
は
他
の
二
川
に
比
べ
、
圧
倒
的
に
多
い
。
一

方
、
長
良
・
揖
斐
両
川
は
そ
の
流
域
や
山
地
の
面

積
は
ほ
ぼ
等
し
い
が
、
山
地
の
地
形
と
岩
質
の
差

や
地
盤
運
動
の
相
異
な
ど
で
、
揖
斐
川
の
本
支
流

に
よ
る
扇
状
地
は
長
良
川
の
そ
れ
よ
り
は
広
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
木
曽
三
川
が
山
地
か
ら
濃

尾
平
野
に
出
る
出
口
は
異
な
る
が
、
こ
の
濃
尾
平

野
の
地
盤
が
東
高
西
低
で
動
い
て
き
た
た
め
、
三

川
は
河
口
に
近
付
く
と
平
野
の
西
南
部
に
集
中
し

て
く
る
。
こ
の
た
め
、
こ
の
西
南
部
で
は
三
川
が

網
状
に
相
互
に
交
錯
し
て
流
下
し
て
い
た
。
こ
の

こ
と
が
濃
尾
平
野
に
特
有
な
水
害
を
も
た
ら
し
、

ま
た
特
色
あ
る
輪
中
を
形
成
し
た
自
然
的
要
因
で

も
あ
る
。

濃
尾
平
野
の
開
発
課
程
を
み
る
と
、
そ
れ
は
こ

の
平
野
の
地
形
と
深
く
関
連
し
て
い
る
。
こ
の
平
野

の
扇
状
地
は
高
燥
で
あ
る
と
共
に
水
利
も
よ
く
、
古

墳
の
分
布
や
条
里
制
度
の
遺
構
か
ら
み
て
も
平
野
の

中
で
最
も
早
く
開
発
さ
れ
た
舞
台
で
あ
っ
た
。
一
方

自
然
堤
防
帯
で
の
自
然
堤
防
の
部
分
は
荘
園
時
代
ま

で
に
は
開
発
さ
れ
て
い
た
が
、
後
背
湿
地
は
近
世
の

新
田
開
発
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
既
述
し
た
。

近
世
ま
で
に
は
三
角
州
も
全
面
的
に
開
発
さ
れ
た
だ

け
で
な
く
、
三
角
州
の
全
面
の
干
拓
し
や
す
い
干
潟

も
近
世
に
は
開
発
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
濃
尾
平
野
が
全
面
的
に
開
発
さ
れ

る
と
、
河
川
の
水
路
は
固
定
さ
れ
、
自
然
堤
防
帯

と
三
角
州
で
は
そ
の
水
路
の
両
岸
は
連
続
堤
で
囲

ま
れ
る
。
そ
し
て
河
川
が
山
地
か
ら
運
搬
し
て
き

た
土
砂
は
河
川
敷
地
の
み
に
堆
積
し
、
こ
の
た
め
、

河
床
は
堤
内
地
よ
り
次
第
に
相
対
的
に
高
く
な
り
、

洪
水
時
に
破
堤
が
多
く
な
る
一
因
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
後
背
湿
地
を
開
発
し
て
新
田
造
成
を

企
画
す
る
場
合
、
懸
廻
堤
の
築
造
を
最
初
に
必
須

と
す
る
の
は
、
三
角
州
と
自
然
堤
防
帯
の
最
低
位

部
で
あ
る
の
で
、
輪
中
の
形
成
は
こ
の
部
位
で
最

初
に
形
成
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
一
つ
の
輪

中
に
輪
中
堤
が
で
き
る
と
、
そ
れ
ま
で
そ
の
輪
中

の
後
背
湿
地
が
遊
水
地
と
し
て
果
た
し
て
い
た
機

能
が
失
わ
れ
る
か
ら
、
そ
の
分
だ
け
、
そ
の
輪
中

に
隣
す
る
、
よ
り
高
位
部
の
治
水
条
件
が
悪
く
な

る
。
そ
の
対
策
と
し
て
最
初
の
輪
中
の
隣
に
も
輪

中
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
輪
中
の
形
成
は
順
次

高
位
部
に
お
よ
び
、
最
終
は
扇
状
地
の
末
端
部
に

至
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
発
の
輪
中
は
後
発

の
輪
中
が
で
き
る
と
、
自
ら
の
輪
中
の
治
水
条
件

が
悪
く
な
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
、
後
発
の
輪
中

の
形
成
に
対
し
て
異
議
を
唱
え
、
後
発
の
輪
中
の

形
成
に
反
対
し
た
り
、
遅
ら
せ
た
り
す
る
。
こ
の

よ
う
に
し
て
、
濃
尾
平
野
に
最
初
の
輪
中
が
で
き

た
の
は
近
世
初
頭
で
あ
る
が
、
扇
状
地
の
末
端
部

に
輪
中
が
で
き
た
最
も
遅
い
場
合
は
明
治
初
年
で

あ
る
。

と
こ
ろ
で
既
述
し
た
よ
う
に
、
近
世
に
河
川
の

流
路
が
固
定
し
、
輪
中
が
多
数
で
き
、
河
床
が
相

対
的
に
高
く
な
る
と
、
近
世
の
半
ば
以
降
、
輪
中

内
の
悪
水
を
堤
外
の
川
に
排
除
し
に
く
く
な
り
、

悪
水
が
輪
中
内
に
停
滞
し
、
水
稲
の
水
腐
れ
で
不

作
が
続
く
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
対
策
と
し
て
、

一
方
で
は
一
枚
の
水
田
の
一
部
を
堀
と
し
、
そ
の

土
で
残
っ
た
田
を
高
く
す
る
（
堀
田
ま
た
は
重
田

か
さ
ね
だ

）

と
共
に
、
他
方
、
悪
水
路
を
更
に
下
流
側
に
延
長

し
て
、
外
川
と
合
流
す
る
よ
う
に
図
っ
た
が
、
こ

れ
ら
の
効
果
は
十
分
で
な
か
っ
た
。

明
治
改
修
（
下
流
改
修
）
工
事
は
地
形
的
に
み

る
と
、
三
角
州
を
主
と
し
、
そ
れ
に
続
く
自
然
堤

防
帯
の
低
位
部
で
な
さ
れ
、
そ
の
地
域
の
治
水
に

大
成
果
を
あ
げ
た
が
、
そ
れ
よ
り
上
流
の
自
然
堤

防
帯
や
扇
状
地
で
の
改
修
は
未
着
手
で
あ
っ
た
。

こ
の
部
位
で
の
木
曽
三
川
の
本
川
と
支
川
で
の
改

修
が
大
正
（
上
流
）
改
修
で
あ
る
。
こ
の
上
流
改

修
に
対
す
る
地
元
の
要
望
は
明
治
初
年
か
ら
な
さ

れ
、
国
や
県
も
そ
の
必
要
性
を
認
め
て
は
い
た
が
、

国
家
財
政
の
制
約
な
ど
か
ら
大
正
一
〇
（
一
九
二

一
）
年
以
降
に
よ
う
や
く
着
工
さ
れ
た
。
こ
の
大

正
改
修
の
詳
細
に
つ
い
て
は
本
誌
号
以
降
に
譲
る
。
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濃
尾
平
野
は
そ
の
西
・
北
・
東
の
三
方
を
山
地

に
囲
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
山
麓
に
は
断
続
的
に

大
小
区
々
に
分
か
れ
て
い
る
洪
積
層
の
台
地
（
例
、

各
務
原
台
地
）
が
あ
る
が
、
そ
れ
か
ら
一
段
と
低

く
、
そ
し
て
広
く
一
面
に
沖
積
層
が
こ
の
平
野
に

展
開
す
る
（
図
１
）。

こ
の
沖
積
層
を
地
形
的
に
大
別
す
る
と
、
そ
の

高
位
部
か
ら

扇
状
地
、

自
然
堤
防
―
後
背
湿

地
帯
（
以
下
、
自
然
堤
防
帯
と
略
称
す
る
）、

三

角
州
の
三
地
域
に
分
か
れ
、
こ
の
三
地
域
が
も
つ

地
形
上
の
特
徴
に
よ
っ
て
濃
尾
平
野
の
治
水
や
輪

中
の
形
態
な
ど
が
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
。

扇
状
地
は
一
般
に
沖
積
平
野
の
中
で
は
傾
斜
が

急
（
例
、
木
曽
川
で
は
平
均
3.3
／
1，
〇
〇
〇
）
で
、

そ
こ
を
河
川
は
急
流
で
流
下
し
、
粗
粒
の
土
砂
を

堆
積
し
、
大
洪

水
時
に
は
し
ば

し
ば
流
路
を
変

え
、
結
果
と
し

て
文
字
通
り
扇

状
の
地
形
を
形

成
す
る
。
こ
の

よ
う
な
急
流
の

洪
水
が
堤
内
に

流
入
す
る
の
を

防
ぐ
た
め
の
一

方
法
と
し
て
、

人
々
は
霞
堤

か
す
み
て
い

（
ま
た
は
鎧
堤

と
い
う
）
を
築

い
て
き
た
。
雁

行
す
る
堤
防
と

堤
防
の
間
に
は

無
堤
の
部
分
が

あ
り
、
こ
こ
か

ら
洪
水
は
堤
内
に
侵
入
す
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
扇

状
地
が
も
つ
地
形
上
の
高
低
差
の
た
め
、
大
き
く
、

そ
し
て
洪
水
時
常
に
広
範
囲
に
、
堤
内
へ
浸
水
す
る

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
無
堤
の
部
分

は
堤
内
の
悪
水
の
排
水
に
も
活
用
さ
れ
た
。

霞
堤
は
、
例
え
ば
揖
斐
川
で
は
大
正
改
修
時
ま
で

存
在
し
て
い
た
（
図
２
）。
扇
状
地
で
は
主
に
そ
の

扇
端
部
に
お
い
て
輪
中
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
は
扇
状
地
の
高
位
部
か
ら
洪
水
流
が
来
襲
す

る
危
険
は
少
な
い
の
で
、
そ
の
方
向
に
対
し
て
は

低
い
土
手
を
築
い
て
防
げ
ば
よ
く
、
築
堤
の
重
点

は
低
位
部
か
ら
の
逆
水
防
止
の
た
め
の
高
い
堤
防

に
お
か
れ
た
。
す
な
わ
ち
Ｖ
字
形
の
輪
中
形
態
を

も
っ
て
い
た
（
例
、
河
渡
輪
中
―
現
、
岐
阜
市
、

穂
積
町
、
北
方
町
の
三
市
町
域
内
）。

自
然
堤
防
帯
で
の
平
野
の
縦
断
勾
配
は
扇
状
地

の
場
合
よ
り
は
一
段
と
緩
傾
斜
と
な
る
（
木
曽
川

流
域
で
は
0.5
〜
0.8
／
1，
〇
〇
〇
）。
従
っ
て
、
扇
状

地
か
ら
自
然
堤
防
帯
へ
の
遷
急
部
で
は
洪
水
時
の

水
位
が
高
ま
り
、
破
堤
に
つ
な
が
り
易
い
。
こ
の

た
め
、
こ
の
部
位
に
は
「
遊
水
池
」
が
存
在
し
て

い
た
。
木
曽
川
で
は
川
島
町
全
体
を
含
む
三
派
川

地
区
が
そ
の
機
能
を
果
た
し
て
き
た
し
、
長
良
川
で

は
本
川
と
そ
の
支
流
の
犀
、
五
六
な
ど
の
諸
川
と
の

合
流
部
に
大
正
改
修
時
ま
で
実
質
上
、
遊
水
地
と
し

て
の
桑
畑
が
存
続
し
て
き
た
。

自
然
堤
防
帯
で
は
川
の
両
岸
に
形
成
さ
れ
た
微

高
地
の
自
然
堤
防
上
に
早
く
か
ら
集
落
が
成
立
し
、

そ
れ
に
次
ぐ
微
高
地
を
農
地
と
し
て
利
用
し
て
き

た
。
し
か
し
、
そ
の
背
後
の
後
背
湿
地
帯
で
は
沼
の

形
で
残
存
し
、
水
生
植
物
の
繁
茂
に
ま
か
せ
、
洪
水

時
に
は
濁
流
が
こ
こ
に
流
入
し
、
自
然
堤
防
上
の
家

屋
や
農
地
に
濁
水
が
浸
入
し
な
い
よ
う
に
洪
水
位
の

上
昇
を
緩
和
し
て
い
た
（
遊
水
地
の
役
割
）。

こ
の
段
階
で
は
人
々
は
そ
の
村
落
が
上
流
か
ら
の
洪

水
流
の
激
突
を
防
ぐ
た
め
に
馬
蹄
型
の
堤
防
を
築
い

て
き
た
が
、
そ
の
村
落
の
下
流
部
か
ら
は
後
背
湿
地

帯
に
洪
水
が
自
由
に
侵
入
し
、
洪
水
後
に
は
後
背
湿

地
帯
に
濁
水
中
に
含
有
し
て
い
た
肥
沃
な
粘
土
質
の

土
を
堆
積
し
て
い
っ
た
（
図
３
の（
２
））。

自
然
堤
防
帯
で
の
河
川
の
流
路
の
変
化
は
扇
状

地
上
の
そ
れ
よ
り
は
遥
か
に
頻
度
が
低
い
。
す
な
わ

ち
洪
水
時
に
広
く
濁
水
が
拡
が
っ
て
も
、
そ
の
洪

水
が
収
ま
る
と
、
多
く
の
場
合
は
そ
れ
以
前
の
水
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木
曽
三
川
の
流
路
と
輪
中

安
藤
萬
壽
男
先
生

略　　歴
愛知大学名誉教授・前愛知産業大学総長・経済学博士
文部省学術審議会専門委員、経済地理学会支部長、愛知県自然環境保全審議会
会長、愛知県都市計画審議会委員等歴任。多年にわたる経済地理学などの実証
的研究や大学教育の発展充実などの貢献が高く評価され平成五年「勲三等瑞宝
章」を受賞。『輪中－その形成と推移』など輪中に関する著書、論文多数。

■
濃
尾
平
野
の
地
形
と
河
川
水
路
・
輪
中
■

図1 木曽川下流の濃尾平野地形分類図
大矢雅彦「木曽川下流濃尾平野地形分類図」（1956）を基に、それを簡素化して作製。

図2 揖斐川の霞堤

図3 輪中堤の発達過程のモデル（安藤 萬壽男原図）

主
要
参
考
文
献

安
藤
萬
寿
男

「
輪
中
―
そ
の
形
成
と
推
移
」
大
明
堂
、
一
九
八
八

大
矢
雅
彦

「
河
川
地
理
学
」
古
今
書
院
、
一
九
九
三

BOOK  LAND

木曽三川に生きる
－長良川流域の人々の声－
編集木曽三川水と文化の研究会
発行山海堂
定価四千三百円

長
良
川
流
域
に
生
き
る
人
々
が
、
川
へ
の
思
い
、

願
い
を
託
し
た
手
づ
く
り
の
一
冊
。
長
良
川
の
恩

恵
や
被
害
を
受
け
る
立
場
か
ら
、
水
や
川
に
対
す

る
考
え
方
と
そ
の
背
景
を
検
討
し
、
河
川
改
修
が

地
域
に
果
た
し
た
役
割
と
効
果
、
災
害
時
に
お
け

る
水
防
活
動
の
実
情
と
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、

二
一
世
紀
に
向
け
て
の
治
水
・
利
水
・
環
境
の
あ

り
か
た
を
総
合
的
に
研
究
し
、
そ
の
成
果
を
発
表

し
て
い
ま
す
。
新
し
い
時
代
を
生
き
る
子
孫
た
ち

へ
。
流
域
に
生
き
る
人
々
へ
の
「
心
の
声
」
を
集

め
た
貴
重
な
資
料
で
す
。

■
明
治
改
修
に
続
く
大
正
改
修
■



編 集 後 記
川についての理解と関心を深めるため、建設省では今

年度から7月7日を「川の日」と定めることとしました。選

定理由は、○七夕伝説の「天の川」のイメージがあること、

○7月が河川愛護月間であること、○季節的に水に親し

みやすいことなどによります。人と河川との関係につい

てもう一度考えてもらう契機にしようというものです。

編集部では皆様のご意見、ご感想をお待ちしています。

宛て先は、木曽川文庫まで。Vol.19の編集にあたって

は、穂積町役場、愛知大学名誉教授の安藤萬壽男先生に

ご協力をいただきました。ありがとうございました。次

回は岐阜県南濃町を特集します。ご期待ください。
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